
昭和32年4月20日発行ひ

第 2 0 号
編集兼 発行人

朝日町役場内
大菅遼二
印刷所両越印刷

定価 6円 送料4円

悶

新
潟
県
と
の
県
境
、
境
川
の
氷
久
橋
の

一半
四
郎
が
、
（
上
略
）
切
通
に
て
、
一
里

一
町
程
手
前
に
通
称
、
切
通
し
と
称
す
る

一塚
是
か
と
御
尋
ね
に
つ
き
、

一
里
塚
と
御

南
側
に
は
明
治
の
初
年
建
立
さ
れ
た
宮
山
答
申
上
候
、
新
に
出
来
か
と
御
尋
ね
に
つ

市
西
町
の
里
程
元
標
に
通
ず
る
富
山
県
の

一き
前
身
よ
り
御
座
俣
と
御
答
申
上
候
一
広
均

東
の
起
点
元
標
が
建
ち
、
北
側
に
は
小
高

一
と
見
え
て
い
る
。

い
丘
に
な
っ
て
雑
木
生
い
繁
り
、
庚
申
の
一

右
胴
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
境
の

一

一

里

塚

で

あ

る

。

一

境
翠
行
覚
書
に

一

寛
新
太
郎
様
御
通
之
節
、
境
領
案
内
人
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里

塚

境

の

こ
れ
に
依
っ
て
見
て
も
、

で
あ
る
と
と
が
わ
か
る
。

塚
の
大
き
さ
は
、
約
五
間
四
方
、
高
さ

二
大
、
北
側
の
塚
は
孤
立
し
て
い
る
。
南

側
の
揮
は
山
に
接
し
て
い
て
、
探
の
上
に

は
南
北
共
に
榎
が
植
え
で
あ
っ
た
が
、
南

側
の
は
伐
採
せ
ら
れ
、
北
側
の
は
枯
死
し

て
今
は
見
ら
れ
な
い
が
、

古
老
の
宮
に
依

れ
ば
明
治
の
米
頃
迄
一
、
隔
世
が
繁
っ
て
い
た

と
去
っ
て
い
る
。
北
側
の
塚
の
中
腹
に
、

庚
申
の
石
澗
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

H

γ
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一
里
塚
の
跡

タ

H
O

一
良
塚
の
上
に
、
橿
を
植
え
た
こ
と
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
伝
説
が
あ
る
。

付
大
久
保
長
安
が
塚
に
何
の
木
を
植
え
た

ら
よ
ろ
し
い
か
と
、
将
軍
に
問
う
た
と
こ

ヨ

ろ
、
他
の
木
を
植
え
よ
と
指
示
あ
っ
た
の

を
、
榎
と
聞
き
誤
っ
て
、
援
を
値
え
た

と

同
叉
長
安
が
訟
を
植
え
て
は
如
何
と
問
う

ヨ

た
の
に
対
し
、
他
の
木
を
植
え
よ
と
の
お

答
え
を
覆
と
聞
き
誤
っ
た
た
め
に
覆
を
崎

え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
信
を
お
・き
か
ね
る
。
と
も

角
、
榎
は
根
を
深
く
は
る
楠

物
で
あ
る
か
ら
撮
を
く
ず
さ

な
い
為
に
こ
の
木
を
選
ん
．た

と
見
る
方
が
穏
当
の
よ
う
で

あ
る
。叫

吋

写真説明

境の 一 望塚

標n: 程里

上

右

E宇

A
H

玲

境
の一

患
塚
は
加
賀
漕
の

領
内
に
於
け
る
一
期
一蹴
一
の
起

点
で
あ
っ
て
、
次
は
「
あ
さ

ひ」

第
十
一

号
に
紹
介
し
た
、

宮
崎
の
一

里
塚
に
な
る
。
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昭
和
三
十
二
年

一
月
｝
日
現
在
で
朝
日
町
産
業
別
常
住
人
口
調
査
が
、
各
地
区
の

調
査
員
の
協
力
に
よ
り
符
わ
れ
、
そ
の
集
計
が
ま
と
ま
っ
た
。

そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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昭
和
三
十

一
年
度
末
教
職
員
異
動

ハ
カ
ツ
コ
内
は
前
任
世
〉

＠
校
長
の
部

泊

中

岡

小
川
中

顧
一ハ泊
小
）

小
川
弥
一
ハ
南
保
小
〉

川
上

嘉

一

（
小
川
中
〉

林

得

明
（泊
中
）

荒

尾

文

作

（
笹
川
小
）

東

恒

作
〈
境
小
）

水
島

潔
ハ
五
箇
正
小
〉

高

桜

宗

繁

（
宮
崎
小
〉

秋
山
嘉
久（泊
中
L

泊南
保
小

主
筒
庄
小

笹
JI I 

宮
崎
小

境魚
津
西
部
中

＠
教
員
の
部

泊

中

近

江

茂

（
石
田
小
）

野
中
小
谷
口
－
夫

（
大
家
小）

全

蓬

沢

豊

二

（
大
家
庄〕

全
土
口
沢
知
子

（飯
野
中
〉

山
崎
小
藤
井
信
夫

（
野
中
小
〉

企

大

品

川
密
江
（
舟
見
小
）

笠

原

恵

水
（
住
吉
小
）

全

谷
口
一美
和
子
（
境
中
）

南
保
小
田
中
砥

一

ハ
泊
小
）

企

永

井

女

子

ハ
山
崎
小
〉

五
箇
圧
小
水
野
年
雄
（
泊
小
〉

全

小

森
吉
雄
（
南
保
小
〉

全
長
谷
く
に
子
ハ
泊
中
〉

泊
小
栗
守
哲
朗
ハ
五
箇
庄
小
〉

全
玉
松
健
昇
（
笹
川
小
）

全

水

島

文

子

ハ泊
中
〉

全

国

枝

初

弁

〈

泊

中

）

笹
川
小
折
谷
二
三
夫
（
境
小
）

宮
崎
小
大
野
乃
里
子
ハ
境
小
）

境
小
長
弁
係
正
（
呉
羽
小
）

全

扇

谷

三
枝
（
境
小〉

舟
見
中
鍋
島
稔
〈
泊
中
）

舟
見
小
袖
野
ま
つ
え
ハ
野
中
小
〉

生
地

小

長

谷
佐
多
義

〈
豆
箇
正
小〉

住
吉
ロ
小
西
弁
雅
邦
ハ主
箇
庄
小
）

入
善
中
土
弁
和
夫
（
山
崎
小
〉

大
家
庄
小

退
職

若
島
兼
雄

（野
中
小
〉

． 
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昭
和
三
ヤ
二
年
度
予
算
は
去
る
一
二
月
十

一
一
日
町
議
会
に
上
程
さ
れ
、
総
括
質
問
が

終
っ
た
後
各
委
員
会
附
託
と
な
り
連
日
に

豆
り
町
民
福
祉
を
基
調
と
し
た
餓
烈
な
批

判
と
検
討
が
行
わ
れ

小
、
中
学
校
施
設
の
整
備
促
進

新
農
村
建
設
計
画
の
促
進

農
業
セ
ン
タ
ー
早
期
完
成
と
今
後
の
運

営病
虫
害
防
除
に
関
す
る
積
極
的
施
策

国
道
八
号
綿
つ
な
ぎ
道
路
設
置
の
件

人
員
整
理
及
び
新
陳
代
謝
の
件

都
市
計
画
の
件

等
に
強
い
要
望
が
あ
っ
て
三
月
二
十
五
日

原
案
通
り
可
決
さ
れ
た
。

予
算
の
編
成
に
当
つ
て
は
、
政
支
均
衡
の

原
則
を
貫
徹
し
て
財
政
聞
か
ら
の
イ
ン
フ

レ
要
因
を
排
除
し
、

国
、
地
方
を
通
じ
て

の
健
全
財
政
堅
持
の
方
針
に
呼
応
し
て
究

費
を
節
約
し
、
事
業
の
緊
要
度
を
考
慮
し

効
率
的
充
当
に
努
め
町
民
の
福
祉
増
進
を

第
一
義
之
し
た
綜
合
調
整
を
行
い
乏
し
い

経
費
を
町
の
実
情
に
即
L
て
最
も
効
果
的

に
運
用
で
き
る
如
く
苦
慮
致
し
ま
し
た
。

本
町
は
合
併
以
来
年
々
財
政
需
用
が
増
加

し
自
主
的
財
諒
が
極
め
て
貴
困
で
あ
る
に

も
が
L
わ
ら
ず
財
源
を
超
え
た
多
く
の
ぷ

業
を
行
っ
て
き
た
た
め
い
わ
ゆ
る
闇
負
債

が
累
増
し
、
昭
和
三
十
年
度
末
に
は
決
算

赤
字
三
千
四
百
万
円
、
そ
の
他
の
許
可
外

負
債
四
千
三
百
六
十
五
万
円
、
併
せ
て
七

千
六
百
六
十
五
万
円
に
も
達
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。

と
れ
は
一
面
政
府
の
財
政
的
施
策
が
現
実

の
地
方
財
政
を
正
し
く
反
映
し
て
い
な
い

こ
と
に
原
因
が
あ
る
と
と
は
み
の
が
す
と

と
の
で
き
な
い
事
実
で
は
あ
り
ま
す
が
連

年
窮
乏
の
度
を
加
え
る
町
財
政
の
現
状
に

対
処
し
て
こ
れ
を
打
開
す
る
に
は
既
に
生

じ
た
赤
字
を
整
麗
解
消
す
る
は
勿
論
の
こ

王
将
来
に
E
っ
て
赤
字
の
発
生
を
み
な
い

’

一
が
あ
っ
た
外
は
特
定
の
支
出
に
対
す
る
敢
↑

昭

和

三

十

二

年

度

当

初

予

算

に

つ

い

て

一
入
の
増
減
を
見
込
み
ま
し
て
総
額
二

o一

一、
六
八
六
二
二
四
円
ξ
な
っ
て
お
り
ま
す
一

よ
う
な
恒
久
的
措
置
を
礁
立
し
な
け
れ
ば

l
i
li
－
－
｜
一

な
ら
な
い
と
こ
ろ
か
ら
昭
和
三
十
一
年
度

一

一

に
お
い
て
地
方
財
政
再
建

促

進

特

別

措

置

財

政

再

建

債

一

法

の

適

用

を

う

け

爾

後

七

年

度

問

に

お

い

一

て
町
財
政
が
進
展
的
な
段
階
に
於
い
て
平
地
方
財
政
再
建
促
進
持
別
措
慨
法
に
基
い
一

生
に
復
す
る
如
く
財
政
再
建
の
計
画
を
樹

一
て
策
定
さ
れ
た
、
制
日
町
財
政
再
建
計
回

一

て
る
と
共
に
昭
和
二
十
九
年
度
米
ま
で
の

一
に
つ
い
て
は
木
法
第
十
六
号
を
以
て
既
に
一

闇
負
債
ハ
許
可
外
負
債
〉
の
殆
ん
ど
を
財

一述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
計
耐
に
つ
い
一

政
再
建
債
に
借
替
償
還
い
た
し
ま
し
た
が

↑
て
は
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
ご
十
宜
自
由

一

な
お
か
つ
昭
和
一
二
十
－
年
度
末
に
お
い
て

一
治
庁
長
官
の
承
認
が
あ
り
同
ご
十
七
日
に

一

計
画
の
上
で
三
百
九
十
一
万
四
千
円
の
不

一
財
政
再
建
僚
が
許
可
と
な
っ
て
政
府
資
金
一

足
額
を
見
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
外
再
建
・一
に
よ
る
も
の
二
千
二
百
万
円
、
政
府
資
金

一

債
の
対
象
外
と
な
っ
た
許
可
外
負
債
の
償

一
以
外
の
資
金
に
よ
る
も
の
ご
千
六
百
万
円

一

還
額
を
併
せ
て
約
八
百
万
円
を
昭
和
三
十

一

合
計
四
千
八
百
万
円
の
借
入
れ
が
で
き
－

三
年
度
に
お
い
て
確
実
に
償
還
し
な
け
れ

一
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一

ば
な
ら
な
い
た
め
に
本
予
算
に
つ
い
て
は

一
内
政
府
資
金
以
外
の
資
会
に
よ
る
も
の
に
一

経
常
的
経
費
に
も
極
度
の
圧
縮
を
行
い
あ

一
つ
い
て
は
十
三
月
三
十

一
日
北
陸
銀
行
よ
一

く
ま
で
も
単
年
度
に
赤
字
を
出
さ
な
い
根
り
年
利
七
分
九
厘
を
以
て
、
政
府
資
金
に
↑

本
方
針
に
基
い
て
編
成
し
た
も
の
で
あ
り
よ
る
も
も
の
に
つ
い
て
は

一
月
三
十
日
年
一

ま
す
。

一
利
六
分
王
座
を
以
っ
て
そ
れ

F
I借
入
れ
一

直
ち
に
負
債
の
償
還
に
充
て
た
。

歳

入

銭
入
に
つ
き
ま
し
て
は
町
事
ぞ
の
他
自

一

町

有

財

産

主
的
財
漉
は
七
六
、
一
二
六
八
、
ご

O
O
一

円
で
約
六
九
%
。
交
付
税
、
園
、
県
支
出
一
土
地
一
二
四
、
九
三

O
、
一
二
坪

金
な
乞
田
県
依
存
財
源
は
三
四
、
一
三
八

一建
物
〈
悪
二
、

O
四
九
、

O
八
坪

、
O
一
四
円
で
一
二
一
%
L
ι
な
っ
て
お
り
昨

一

町
有
負
債
来
償
還
元
金

年
度
当
初
予
算
に
比
し
町
税
に
お
い
て
は

一一

、
町
債
〈
公
債
〉

三
一
社
納
付
金
（
固
定
資
産
税
〉
が
新
に
増

一

一
一
，
一
、
四
三
六
、

O
ご
五
円

と
な
り
そ
の
他
た
ば
こ
消
費
税
、
電
気
ガ

一

附
財
政
再
建
債

ス
税
の
伸
び
等
一
ェ
、
五
七
二
、
三
八

O
R
－

四
八
、

0
0
0、
0
0
0円

の
増
を
見
込
ん
で
計
上
し
ま
し
た
。
制
そ
の
他

地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
町
村
合
併
の
年

一
一
一
、
公
債
以
外
の
負
債

か
ら
三
年
間
交
付
さ
れ
た
合
併
特
別
交
付

一

三
一
、
七
三
三
、
二
六
六
円

減
税
の
額
を
見
込
む
外
基
準
財
政
牧
入
額

一

的
農
林
掬
業
資
金

の
算
定
基
準
の
変
更
等
に
依
り
普
通
変
付

一

五
、
二
四
七
、
二
五
二
円

税
の
減
額
も
併
せ
て
五
一
七
二
、

0
0
0
一

円
の
滅
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

一

て

O
七
六
、
四
O
O円

そ
の
他
は
県
支
出
金
に
お
い
て
農
業
讃
員

一

会
費
補
助
金
七
五
O
、
0
0
0円
の
焼
額

十
H
W
保
育
所

例
日
東
紡

ムハペ

E
O九
、
六
一
四
円

： 

・歳

I 国民飽康保険税
国庫支出金
県支出金
鰻入金
その他
歳入合計

歳

役場費
保険給付費
保険施設費
その他
歳出合計

λ 
7,745,700 
4,058,000 
82,000 
80,000 
19,300 

12.705.000 
出
1,530,500 
10,090,000 
596,430 
488,070 

12.705.000 

歳特需
朝入別三
日当ゐ十
町時Z ニ
園出計年
民 z 度
健 J

康算
保
険

金

庫

制

度

実

施

朝
日
町
で
は
来
る
五
月
よ
り
金
庫
制
度
を

実
施
し
て
元
来
政
入
役
の
所
撃
で
あ
る
、

現
金
出
納
に
関
す
る
事
務
を
取
扱
わ
せ
る

と
と
に
昨
二
十
三
日
の
町
議
会
全
体
協
議

会
で
話
が
直
っ
た
。

金
庫
は
町
の
必
要
に
応
じ
議
会
の
議
決
を

経
て
金
融
融
関
と
の
間
に
契
約
を
締
結
し

て
設
け
ら
れ
る
J

も
の
で
金
属
が
置
か
れ
る

と
従
来
町
役
峻
叉
は
支
所
で
取
担
っ
て
い

た
税
金
そ
の
他
は
金
庫
で
牧
納
す
る
こ
と

に
な
り
（
本
町
役
場
で
も
取
扱
い
ま
す
〉

物
品
購
入
の
代
会
そ
の
他
の
支
払
は
金
庫
「

で
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
但
L
す
べ
て
一

牧
入
役
よ
り
の
通
知
に
よ
り
ま
す
。
一

本
金
隠
は
北
陸
銀
特
泊
支
店
、
県
信
連
に
一

支
金
庫
は
大
家
庄
、
南
保
、
主
ケ
庄
、
泊
一

笹
川
、

境
の
農
業
協
同
組
合
、
宮
崎
の
撫
一

業
協
同
組
合
、
富
山
相
互
銀
行
泊
支
店
、

新
川
信
用
金
一
庫
泊
支
店
に
置
く
事
に
な
る
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総額 f意 千 万 同

昭和三十二年度 歳 入歳出予 算 （一般会計）

歳 入

科 目｜李主語｜早宗義｜比較
1(1附説！日8,264,000¥64,691,6201 3,572,380 

①普通税It>5,856,0001 62,263,535¥ 3,5Y2,4o5 

イ町民税I20, 0;12. 0001 20, 219. soo1ム 187,800

ロ聞定資磁税｜34 '381, 0001 31, 738) 6351 2, fi42. 365 

I ハ その他111,443 .oυ01 9' 805' 1001 1 , 637) 900i 

｜①目的税 2,4080001 2, 408. 0851 L::>. 明
｜ 旧法による諸税 -, 20.0001ム 20,000, 

1<21地方変付説 14,841. 000 20 ,013 ,0001ム 5,172,000)

1(3）公営企業財産牧 11, 000 2. 000) 9, 0001 

!(4）分担金及負rn<f>. 4, 564, 500 G, 850, OOOjム 2,285,500目
陥）使用料放手数料 2，別2,500 762,760j 2,109,740 

1(6）国際間交金 10,232,Yfifi 9,013,766! 1,219,200 

1(7）＼県支出金： 2,944,048 4,930,7841.c::. 1,9出，731)

1(8尚子附 金1 380,1001 514,G41）ム 1:14,541

:(9）繰越金｜ lOOJ J ,OOOIム 900 

[(10）雑枚入I 276, 000/ 2, 591, 500）ム 2,315,500

同町 悦Ifi’30o, oooJ s soo oo 

l議入会 計 i110, 686，川 117.871.0711ム 7.184.857

歳 出

科目｜予
1(1)議 会 費

①町線会政

①養員会費

’2）役地質

①役鳩駿品質

①諸費

営締費

［ω）消防費
①消防場費

①消防問世

俗）土木間

①道路橋探聞

①河川股

①土木防費

1(5）教育関

｜①教育蚕員会費

l①小学校四

①中 学按 質

＠中学校組合費

＠社会教育費

年度｜前年度 ｜ ゅ
算相 ｜予 算額 I ,..., 

1 , 300' 5001 1 '361 '3001 .c::. 

1,113,6001 1,361,300) .c::. 

187,000 

16,336,839 

14,985,376 

1,351,463 

4,381,275 

1,459,957, 

2,921,318 

5,020,400 

2,380,600 

2,G13 ,000 

32,800 

22,706，。00
l ,632,458 

15,434,763 

3, 185,652 

1536,000 

1,210,050 

較

00,800 

247,800 

187,000 

HS,571,423；ム 234,584
15,059,654j .c::. 74,278 

1,361, 769）ム 10,306

150,0001 .c::. 150,000 

4,319,07日 62,2叩

1,494,09剖ム 34,188 

2,824,9801 96,338 

6, 708,3141 .c::. 1,681,914 

3,934,7291ム 1,654,129

2, 593 '0851 19 '915 

180. 5001 .c::. 147. 700 

20,733,30剖 1.,972,695 

1,524,7481 7,710 

13,372,04到 2,062,714

3,511,81列A 326,165 

536,000 

206,5401 1,003,5101 
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農
業
は
天
候
の
良
い
悪
い
に
よ
り
そ
の
栽

熔
作
物
は
取
量
を
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
大

き
い
か
ら
普
は
「
今
年
は
天
気
が
悪
か
っ

た
か
ら
不
作
、
豊
年
の
年
は
天
気
が
良
か

っ
た
」
と
良
〈
一
広
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が

現
在
の
農
業
は
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
政

策
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
あ
る
。

ひさ
天
候
予
報
も
あ
る
か
ら
こ
れ
を
一
応
参
考

に
す
る
の
も
良
い
と
思
は
れ
る
の
で
五
月
’

の
概
況
が
発
表
さ
れ
た
か
ら
次
に
記
し
て

見
ま
し
た
（
三
月
一
＝
十
日
発
表
宮
山
測
候

所〉
こ
の
月
の
前
半
は
移
動
性
高
気
圧
が
本

邦
を
梢
均
南
偏
し
て
通
過
す
る
見
込
み
で

比
較
的
に
天
候
が
由
民
い
方
で
、

気
温
も
高

目
で
す
が
後
半
は
、
堅
冷
な
高
気
圧
が
北

日
本
に
現
わ
れ
、
本
州
の
南
岸
沖
に
前
’仙聞

が
停
滞
す
る
の
で
曇
や
雨
の
日
が
多
く
な

る
傾
向
が
ゐ
り
ま
す
。
月
を
通
じ
て
の
平

均
気
温
は
平
年
並
で
降
水
量
は
平
均
並
な

い
し
稽
々
多
目
又
日
照
は
平
年
並
で
せ
号

本
睡
候
期
予
報

本
腰
候
期
の
予
報
に
つ
い
て
は
調
査
検
討

し
た
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

な
お
こ
の
予
報
は
今
後
の
天
候
の
推
移
k

依
り
変
更
が
あ
り
ま
ず
か
ら
毎
月
発
表
さ

れ
る

－
ヶ
月
、
三
ヶ
月
の
予
報
に
留
意
し

て
下
さ
い
。

栂
況

今
眠
候
期
の
前
半
期
は
多
少
の
変

動
は
あ
り
ま
す
が
、
‘
割
合
に
順
制
と
思
わ

れ
八
月
下
旬
以
后
に
は
低
温
の
懸
念
も
あ

あ号20 第， .~（6) 

っ
て
一
議
は
多
少
不
順
気
味
と
な
り
易
く
一
と
な
る
川
場
合
が
多
い
。

一受
け
る
こ
と
が
あ
る
が
こ
れ
は
初
期

2
グ

一
茶

に
反

駁

す

る

グ

変
動
は
大
き
レ
見
込
み
で
す
。

－平
畑
一
地
は
沢
月
十
日
明
か
ら
、
山
間
地
帯

一脊
が
抑
制
さ
れ
る
。
中
期
に
は
旺
蜂
と
ま

一

一

L

民

生

諌

刷
附
則
の
気
温
は
平
年
よ
り
幾
分
侭
く
一
は
五
月
二
十
日
以
降
が
U
M
m
の
適
期
で
あ
な
る
が
有
効
茎
歩
合
を
減
少
す
る
・

多
少
低
温
の
出
易
い
懸
念
も
あ
り
ま
す
が

一
り
揺
く
と
も
五
月
中
に
凶
舶
を
併
せ
て
瓜

一

興
葉
に
よ
っ
て
一
次
分
け
つ
は
犬
折
し
時
代
の
進
歩
に
と
も
な
い
、

手
を
す
り

同
量
は
初
期
、
中
期
に
は
平
年
よ
り
少
い

一
ぐ
方
が
由
民
い
。

4

円
却
く
更
に
一
株
穂
置
の
低
下
が
若
し
い
。

一足
を
す
る
附
に
同
情
し
て
は
い
ら
れ
な
く

凡
込
み
で
末
期
に
は
一
時
大
雨
の
懸
念
が

一

紋
情
密
度
此
近
は
抜
本
航
で
坪
六

O

こ
の
た
め
に
誠
枚
す
る
こ
と
が
普
通
で
あ
一な
っ
た
。
そ
れ
は
伝
染
病
留
を
播
き
散
ら

あ
り
総
量
に
し
て
は
半
年
並
〈
並
多
）
か
株
以
上
が
刷
牧
と
な
っ
た
事
例
が
多
い
。

一
る
か
ら
特
に
簿
蒔
が
大
切
で
あ
る
。

一す
も
の
は
側
で
あ
り
蚊
で
あ
る
。

－
茶
に

や
L
多
く
な
り
ま
し
ょ
う
。
な
お
長
雨
の
一
尺
一
一寸
の
五
寸
と
云
う
械
式
で
あ
る
密

一

家
庭
菜
園
に
つ
い
て

一は
済
ま
な
い
け
れ
ど
蝿
や
敏
を
撲
滅
し
て

一一問時間…片山一小…………
W
M
砂川抗日純
一的
経
博
記
刊
誌
在
日
付一緒川一一即日
一一一…一一

は
じ
め
頃
に
梅
雨
の
中
休
’

Z
期
間
が
あ

傾

付

本

数

普

通

は

二

1
一
一
一
本
航
と
？
と
き
に
は
土
地
震
いが
あ
る

－
の
聞
の
さ
な
ぎ
を
採
駁
し
て
焼
き
捨
て
る

り

ま

し

ょ

う

。

る

。
電
熱
温
床
苗
で
も
一
本
航
は
増
欣
－
r
－

一一一

t
四
年
間
牛
一
努
の
作
つ
て
な
い
処
で
か
、
文
は
土
中
深
く
埋
め
ま
し
ょ
う
。

燃
車
問
は
品

川

口

ぷ

い

に

い

れ

日

な

院

U
K口
U
M
U
Mれ
凶

い

さ
、

一
日
制
伽
u
b
M日
れ
が

一

一

山

れ

下

一均
一
一
M
d叫
M
M抗
日
一
訪
問
れ
れ
れ

月
末
か
ら
八
月
局、

k

f

①
探
摘
ま
し
な
い
こ
と

L
．
米
稿
と
人
尿
を
施
し
て
下
さ
い
。

一
必
ず
密
閉
し
ま
し
ょ
う
。

、1
i
p－
－
i
M号

ノ

①
雨
風
例
日
は
さ
け
た
い

一

耕
す
巾
は
四

Z
で
深
さ
は
こ
尺
以
上
一①
蝿
の
う
じ
の
発
生
し
易
い
塵
芥
は
堆
肥

汁
民
洲
V弘
司
羽

V
J

「

①
一

日
以
上
長
く
商
取
し
て
か
ら
置

一
で
あ
れ
ば
良
い
。

一
に
積
む
か
又
は
焼
却
或
は
土
中
に
埋
め
る

コa
u
J
E司、
L

－

h
K
I
－－ヒ

一
人
参
、
五
寸
人
参
や
三
寸
人
参
も
留
子
三
よ
4
に
し
ま
し
ょ
う

t4
l
Nt＼」

－

LFI代の
手
入
れ

す
し
て
見
て
下
さ
い
。
ほ
さ
れ
て
も
、

一＠
眠
い
日
に
ほ
越
冬
し
た
親
蝿
が
出
ま
す

良
く
順
嗣
と
思
わ
れ
ま
す
が
八
月
下
旬
v

一高
価
に
売
れ
る
の
で
あ
る

一
か
ら
見
つ
け
た
ら
必
ず
殺
し
ま
し
ょ
う
。

は
低
調
が
現
わ
れ
易
く
天
候
立
不
順
気
附
一
晩
描
用
の
首
は
牧
設
に
直
接
に
大
き
な
影
一

人
参
は
連
作
さ
れ
て
も
良
い
作
物
で
あ
一＠
家
の
周
囲
枯
草
、
落
葉
な
ど
除
去
し
ま

J

l

一
酔
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
特
に
管
理

一
る
。

一

な
り
ま
し
ょ
う
。

一

一

一

し
よ
う
。

九
月
は
平
年
並
か
多
少
天
候
が
出
く
了
し
て
頂
き
度
い
の
で
あ
る
。
首
が
思
い
と

一

里
芋
、
口
削
極
が
沢
山
あ
り
ま
す
か
ら
用

一①
下
水
の
疏
れ
を
良
く
す
る
と
と
も
に
小

2
5E
の
懸
念
が
あ
っ
て
不
要

ぷ

，

泌

脳

腰

隣

接

議

離

圃

亙
を
考
え
て
作
ら
れ
た
方
が
良
レ
。
辿
作

一川

の

？

と

を

し

て
較
の
発
言
を
な

味
の
夫
一
肢
が
予
想
さ
れ
ま

t

ry
－w川岨
園
開
鶴
陳
謝
闘
関
幽
圏
一
寸
る
と
欣
置
が
半
減
す
る
か
ら
住
意
。

く
し
ま
し
ょ
う
。

全
般
に
秋
は
早
く
H
T
冷
の
駈
芝
が
あ
り

も
μ

な～
十
凶
・
齢
繍
鱒
噛
際
醐
掴
瑚
剛
山
国

一

西
爪
本
畑
の
定
舗
は
五
月
十
五
日
頃

①
さ
か
ん
、
主
び
ん
等
の
潤
り
水
や
汚
水

ま
す
。

組

織

捌

闘

露

関

雌

廊

下
安
全
で
あ
る
。
述
作
す
る
と
な
ら
な
い

の
水
間
り
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
c

稲
作
に
つ
い
て

一
お
淳
子
山
長

踏

思

議

割

還

薗

一
か
ら
、
も
し
述
作
し
た
い
の
な
ら
接
木
し
F

回
航
の
過
則
水
稲
は
お
援
な
地
方
の
胤

一
Jγ
泌

総

脳

融

繍

縄
開
謝

料

蹴

舗

一
て
毅
矯
し
て
下
さ
い
。

一

産
で
す
か
ら
あ
る
程
度
の
震
は
が
な
い
と

一
4414総
ぷ
幽
圃
思
醐
隣
融
緩
闘

務
総

一

連
の
播
種
も
早
自
に
行
い
ま
し
ょ
う

一

一
説

お

wv・
・
明
細
海
離
腿
幽
間
観
硝
一馬
鈴
薯
の
追
肥
畑
で
二、
t
士
一分
通
り
発
一

本
聞
に
田
惜
し
で
も
活
着
す
る
こ
と
が
出

一
’hmま

蕊

盛

岡

議

臨

調

・

霞

一

来
な
い
の
で
あ
る
。
水
稲
は
他
の
作
物
＼
義

務

脳

配

開

繍
鍋

澗

幽

甥

一芽
し
た
ら
人
尿
を
三
倍
位
に
ウ
ス
メ
て
施

一

異
な
り
苗
代
の
根
は
殆
ど
切
ら
れ
る
の
で

一
γ決
議
滋

湘

副

欝

繍

倒

閣
掴

鷹

一し
て
下
さ
レ
叉
石
灰
の
追
肥
は
大
切
で
す

一

新
し
く
根
を
出
し
て
活
着
し
な
け
れ
ば
な

一

妥

議

幽
圃

醐

甑

霞

露

国

E
一

テ
ユ
リ
ッ
プ
を
栽
培
致
し
ま
し
ょ
う
。

一

ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
特
こ
適
混
が
欲
し

一
品
議
湾

臨

聞

頚

議

蝿

翻

圏

一種
子
の
購
入
に
は
無
利
子
で
改
良
資
金
制

t

－、

一
、

一度
が
あ
り
ま
す
か
ら
出
来
る
だ
け
五
月
中

い
訳
で
あ
る
。
隈
氏
の
十
五
度
以
上
カ
丸

一
必
ず
減
牧
す
る
の
で
あ
る
。
早
蒔
苗
は
老
一

一

一

に
普
及
員
に
申
出
て
下
さ
い
。

非
必
裂
で
あ
る
か
ら
余
り
早
〈
回
槌
し
て
熱
苗
と
な
り
、
分
蝶
力
が
少
な
い
。

一一

有
畜
営
農
の
あ
り
方

も
効
栄
が
な
い
も
の
で
為
る
。
慾
を
一
広
え
遅
蒔
き
苗
は
若
苗
で
あ
り
良
い
か
も
知

一一有
識
副
長
楽
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
が
飼
料
の

ば
棋
氏
の
十
八
度
以
上
欲
し
い
の
で
あ
る
ら
な
い
カ
稿
の
長
さ
が
短
な
く
る
か
ら
困

一一
自
給
が
大
切
で
あ
る
。
紫
雲
英
は
乾
煉
し

五
月
上
旬
に
な
る
と
こ
の
程
度
の
温
度
が

一
司令。

一↑
て
又
は
埋
慈
と
し
て
活
用
し
て
下
さ
い。

出
る
駅
で
あ
る
が
や
は
り
四
回
毎
に
条
件

一

大
体
四
十
七
日
常
聞
か
ら
五
十
二
日
首
位
一

一

一

サ
イ
ロ
、
乾
棋
機
、
切
断
織
、

窃
舎
等
に

‘
悶闘
志
る
か
ら
、
冷
水
地
絡
や
風
の
よ
く

一
で
一
合
蒔
の
も
の
が
大
体
の
条
併
で
あ
る
一

吹
く
処
は
特
別
早
植
し
て
は
反
対
に
滅
枚

一

葉
を
き
っ
て
回
値
さ
れ
て
い
る
の
を
見
一も
補
助
や
資
金
融
資
の
途
が
あ
り
ま
す
。

県

民

広

報
担
年
度
隔
月
発
行
広

県
民
広
報
は
こ
れ
ま
で
毎
月
発
行
し
て

お
句
ま
し
た
が
昭
和
三
十
＝
年
度
か
ら
は

陥
月
発
行
に
改
め
、
奇
数
月
の
一
目
に
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た。

従
っ
て
四
月
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
お

知
ら
せ
激
し
ま
す
。

5 
7 



(6) 

ぼ

く

も

わ

た

し

も

年

生

昭和32年4月20E'発仔

神
武
以
来
の
長
襲
延
冬
も
よ
う
や
く
去
っ

て
四
月
そ
ろ
そ
ろ
桜
の
部
も
ふ
く
ら
む
、

春
は
何
と
い
っ
て
も
学
期
始
め
に
新
入
学

「ぼ
く
も
わ
た
し
も
一
年
生
」
が
正
に
そ

の
象
徴
で
あ
ろ
う。

ま
だ
ま
だ
ほ
の
乳
房
に
つ
か
ま
っ
て
い
た

い
幼
い
子
供
遣
が
本
格
的
な
集
団
社
会
に

生
活
を
営
む
第
－
歩
。

そ
れ
で
も
苦
し
い
中
か
ら
の
親
の
心
づ
く

し
の

ニ
ι
1
・
ス
タ
イ
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
吋

の
手
に
引
か
れ
小
さ
な
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
喜
々
と
し
て
ア
1
チ
を
く
ぐ
る
姿
は
伺

と
な
く
ほ
ほ
え
ま
し
く
心
た
の
し
い
も
の

で
あ
る
。

本
年
度
の
朝
日
区
域
各
小
川
平
伎
の
新
入
門
小

一

同
地
童
数
は
概
略
左
記
の
通
り
で
あ
る
が
、

ひさ

四
月
一
日
か
ら
十
二
日
間
に
火
災
饗
総
発
令
基
準

に
通
し
た
乾
燥
、
強
風
等
の
磁
気
象
の
日
が
六
凶
も

あ
り
、
そ
し
て
必
ず
伺
処
か
で
大
火
が
発
生
し
て
い

L
－・”
一
る
。
春
季
火
災
予
防
運
動
は
臼
衛
隊
の
飛
行
機
の
参

d
．ゆ
一
加
を
求
め
て
此
の
危
険
期
の
踊
初
に
行
な
わ
れ
た
。

ボ
一

削
日
町
消
防
は
ん
土
町

一
巡
、
一

斉
放
水
訓
制
等
と

ー
一
共
に
全
町
各
批
硝
の
火
災
発
侠
危
険
の
除
去
に
前
点

一一
九一
一
を
泣
き
、
予
防
白
祭
を
実
施
し
た
。
結
以
と
し
て
は

弘
氏
一調
査
訟
の
約
四

μ
一
六

O
の
乙
閃
該
当
件
数
が
あ
っ

て
4
一
た
。
即
ち
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
現
在
の
ま
L
伎
町
す

一
る
な
ら
ば
毎
日
一
六

O
個
所
か
ら
火
災
発
生
の
危
険

一
が
あ
る
と
云
う
こ
と
に
な
る
。
早
念
な
修
理
、
盤
備

。が
必
要
。
叉
子
供
の
火
遊
び
に
断
置
な
注
意
を
。
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大
体
昨
年
と
あ
ま
り
大
差
の
な
い
と
こ
ろ
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和
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＋
＝
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日
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各
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学
校
新
入
学
児
童
数

計

4 1 
7 6 
6 1 
5 7 
1 7 9 
6 2 
2 3 
3 0 
4 2 

r
、
ー
ム
ハ
リ

n
u
の
U

q
d

n
u
nJ

p
o
n
d

－
－

2

8

2

3

9

3
1

1

1
 

事

a
’n
u
nd
丹
、・

勾

e
氏
V
9
M
n
v
純情

A
F
U

I
5
2
3

3

2

8

3

1

1

2

 

聖子 ijJ 

iJ I崎
大家JE 
南保

れ：l
五世iLI~ 
笹川

宮崎
.. 乞

i』ι

5 7 1 

自

衛

官

募

集

志
願
書
受
付

4
月
1
日
1
6月
四
日

応
募
資
格
年
令
川
崎
才

tMω
才
未
満

〈
担
年
6
月
1
日
現
在
〉

学
力
中
学
卒
業
程
度

保
用
試
蹴
第

一
回

6
月
6
日

t
5
月
四
日

第
二
回

7
月
1
a
I
7
月
四
日

詐
制
は
志
願
案
内
を
御
覧
下
さ
い。

志
削
案
内

・
志
願
以
は
役
崎
、
支
所
、

自
衛
隊
地
方
辿
絡
部
等
に
あ
り
ま
す
・

計

（
容
の
槻
山
）

司
同

新

刊

案

内

朝
日
町
中
央
図
書
舘

若
い
人
の
為
の
宗
教
諭
。
品
川
秀
樹
選
集

図
説

世
界
史
。
天
文
気
象
図
説
。
中
国

料
理
。
西
洋
料
理
。
献
立
料
理
。
照
魔
鏡

松
本
消
却
。
乱
世
、
商
問
。
類
語
辞
典
。

八
州
鬼
双
六、

子
母
沢
覚
。
鴎
外
名
集
。

母
の
初
恋
、
川
端
康
成
。
安
吾
捕
物
帖
。

平

賀
源

内
、
平
野
威
馬
雄
。
風
雲
児
義

経
、
沙
羅
双
樹
。
遊
園
地
施
設
。
女
優
、

小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
問
題

泊
の
中
心
街
に
小
中
高
の
＝
一
俊
が
肩
を
並

べ
て
い
る
が
こ
の
三
世
共
グ
ラ
ン
ド
ら
し

き
も
の
を
も
た
な
い
。
こ
ん
だ
例
は
世
界

中
で
も
珍
ら
も
い
例
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

殊
に
最
も
か
わ
い
そ
ろ
な
の
は
小
学
校
の
目

児
童
逮
で
猫
の
額
の
よ
う
な
校
庭
で
大
き

な
高
校
生
に
邪
魔
が
ら
れ
て
す
み
つ
こ
で

遊
ん
で
い
る
。
優
秀
な
体
育
団
体
も
あ
る

が
と
ん
な
こ
と
を
真
剣
に
考
え
て
見
た
こ

明

・

i
悼
と
が
あ
る
．た
ろ
う
か
。
仕
方
が

い
曽

F
山
な
い
と
あ
っ
さ
り
制
切
っ
て
い

い

日

る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一

の

一

町

当
局
も
も
っ
と
具
体
的
な
計

森
赦
子
．
照
蛇
紳
士
、
山
中
峯
太
郎
。

ヮ
一M
M

闘
を
考
え
て
見
る
必
要
が
あ
る

γ
〆
フ
オ
1
ゲ
ル
、
大
山
鋪
省
。
現
代
世

5

3
た
い

が
窓
外
町
民
が
平
気
な
顔
を
し

界
文
学
会
集
。
水
の
変
態
、
宮
城
道
峰
。

一M
1

』
い

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
国
体

二
宮
尊
徳
、
武
者
小
路
実
篤
。
カ
ラ
コ
ル

一M
T
』
仏
誘
致
も
の
ぞ
ま
し
い
が
、
目
先

ム
、
今
西
錦
司
。
魯
迅
の
印
象
、
靖
国
渉

一日

E
引
の
こ
と
ば
か
り
考
え
る
前
に
も

選
。
ザ
ボ
ン
の
花
。
レ
コ
ー
ド
。

小
公
子

－
っ
と
基
本
的
な
も
の
を
懇
附
す
る
必
要
が

五
島
烈
・
始
。
取
の
話
。
パ
リ
の
紫
倒
。

一
あ
ろ
う
・
問
越
の
陸
上
綬
技
大
会
が
開
か

映
画
の
心
理
学
。
嵐
と
い
ふ
ら
む
、
獅
子

一
れ
て
も
他
町
の
選
手
ば
か
り
活
躍
し
て
い

文
六
。
春
の
路
、
宮
以
道
雄
。
堕
の
花
、

一
て
自
町
の
選
手
が
殆
ど
容
加
し
て
い
な
い

今
行
一
。
手
織
、
鍛
旧
秀
雄
。
ジ

ャ
1
ナ
一
現
状
を
町
民
は
ど
う
見
て
い
る
の
か
。
根

リ
ズ
ム
の
慰
か
ら
、

池
山
伯
千
。
背
宰
乙

一
本
的
な
川
内
山内
策
を
樹
立
し
て
ほ
し
い
。

女
、
林
輝
雄
。
風
、

荒
井
栄
。
日
本
国
民

一

文
学
、
中
堅
介
山
。
世
界
少
年
少
女
文
学

一

全
集
、
阿
部
知
二
。
街
に
出
た
若
殴
、
山

－

手
樹
一
郎
。
河
市
天
狗
伝
将
、
武
田
静
澄

戸
並
長
八
郎
、
長

谷

川
仲
0

・暗
黒
町
の

恐
怖
、
江
戸
川
乱
歩
。
柳
生
協
帖
、
野
村

胡
堂
。
臥
子
力
と
私
た
ち
、
ボ
次
良
子
。

処
女
地
、

γ
ル
ゲ
ネ
フ
。
政
治
、
新
名
丈

夫
。
お
そ
る
べ
き
食
物
、
天
野
股
之
。
柳

生
武
芸
版
、
五
味
臨
一
航
。
生
命
の
歴
史
、

石
田
周
三
。
日
本
の
雨
、
一
一
一
宅
泰
雄
。
小

さ
き
者
へ
、

右
島
武
郎
。
織
田
作
之
助
名

作
集
。

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
の
働
き
、
鈴
木
喜

一．

北
洋
漁
業
舵
因
。
マ
ナ
ス
ル
吋
笠
原
記

外

務

省
。

ス
ポ
ー
ツ
ル

1
ル
。
わ
が
町

織
田
作
之
助
。
農
林
省
。
聖
書
。

漢
法
読

本
。
実
説
芝
居
ぱ
な
し
、
＝
一
田
村
喜
魚
。

茶
と
利
休
、
小
宮
豊
陸
。

朝
日
町
通
育
事
業
計
甑

〈昭
和
三
十
二
年
度
）

四
月
県
育
協
大
会
怠
加
於
沼
山
市
昭
和

会
館
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

六
月
社
会
探
訪
七
月
指
導
者
講
習
会

八
月
朝
日
連
背
各
校
下
回
対
抗
体
育
大

会

十
月
自
転
車
ハ
イ
キ
ン
グ

十
一
月
排
球
大
会
、
文
化
慰

（
体
験
発
表
〉

十
二
月
機
関
紙
発
行
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ポ

ー
ル
大
会

二
月

単

球

大

会
、
総
会

5 
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E璽璽調
新
年
度
の
予
算
そ
の
他
で
増

頁
に
な
り
ま
し
た
。
朝
日
町
一

年
の
家
計
簿
で
あ
り
ま
す
か
ら

数
字
ば
か
り
の
よ
う
で
興
味
の

な
い
方
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、

是
非

一
通
り
目
を
通
し
て
下
さ

、U

は
じ
め
て
「
町
民
の
声
」
を
の
せ
ま
し

た
。
建
設
的
な
御
意
見
を
ど
し
ん
＼
御
投

世
下
さ
い
。
紙
上
の
匿
名
は
か
ま
い
ま
せ

ん
が
原
稿
（
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
一
枚
内

外）

に
は
氏
名
、

駿平一一呆を記
入
し
て
下
さ

、hv


